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最
高
裁
判
所
裁
判
官
国
民
審
査
も
同
時
に

H

清
い
ーーーー-

人口のうごき

出生 66人

死亡 27人

婚姻 26組

離婚 3件

面
示
で

明
る
い
政
治
μ

国
会
が
解
散
さ
れ
て
、
い
よ
い
よ
け
月
引
日
に
は

衆
議
院
員
総
選
挙
が
行
わ
れ
ま
す
。
こ
の
選
挙
は
国

民
の
関
心
が
非
常
に
高
く
、
わ
が
国
の
民
主
政
治
確

立
の
上
に
、
き
わ
め
て
重
要
な
・意
義
を
も
ち
、
わ
れ

わ
れ
国
民
の
政
治
的
意
思
表
示
の
唯
一
の
機
会
で
あ

り
ま
す
。

な
お
同
時
に
最
高
裁
判
所
裁
判
官
の
国
民
審
査
も

行
わ
れ
ま
す
。

投
票
当
日

の
ご
注
意

マ
:
・身
体
の
故
障
や
文
盲
な
ど
で
、
候

補
者
の
氏
名
を
自
分
で
書
け
な
い
人

は
、
投
票
の
当
日
、
投
票
所
へ
き
て

そ
の
旨
を
係
員
に
申
し
出
れ
ば
、
代

理
に
書
い
て
も
ら
う
乙
と
が
で
き
ま

す。

不

在

者

投

票

不
在
者
投
票
は
、
叩
月
別
日
の
公
示

の
日
か
ら
す
る
乙
と
が
で
き
ま
す
。

選
挙
の
当
日
に
次
の
よ
う
な
乙
と
で

投
票
所
に
行
き
投
票
す
る
乙
と
が
で
き

な
い
と
き
は
、
不
在
者
投
票
が
で
き
ま

す。マ
選
挙
人
が
魚
津
市
以
外
の
地
で
職
務

ま
た
は
業
務
に
従
事
中
で
あ
る
と

き。

マ
選
挙
人
が
や
む
を
得
な
い
用
務
ま
た

は
事
故
の
た
め
、
魚
津
市
以
外
の
地

へ
旅
行
中
、
ま
た
は
滞
在
中
で
あ
る

と
き
。

補
充
選
挙
人
名
簿
の
登
録
申
請
は

(昭和伴9月13日)
第 3種郵便物認可/

日
月
引
日
に
行
わ
れ
る
衆
議
院
議
員

選
挙
に
と
も
な
い
け
月
1
日
現
在
で
補

充
選
挙
人
名
簿
が
つ
く
ら
れ
ま
す
が
、

つ
ぎ
に
該
当
す
る
方
は
登
録
申
請
期
間

内
に
必
ず
申
請
を
し
て
く
だ
さ
い
。
申

請
さ
れ
な
い
と
選
挙
権
が
あ
っ
て
も
投

票
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
と
と
に
な
り

ま
す
。

V
申
請
期
間

日
月
2
日
か
ら

刊
月

g
固
ま
で

ヴ
-
V
縦
覧
お
よ
び
異
議
申
立
期
間

(

一

円

月

時

日

か

ら
刊
月
げ
日
ま
で

V
補
充
選
挙
人
名
簿
に
登
録
さ
れ
る
人

什

月

9
日

ま

で

昭
和
幻
年
ロ
月
初
日
確
定
の
基
本
選

挙
人
名
簿
お
よ
び
昭
和
犯
年
4
月
3

日
で
調
製
し
た
補
充
選

挙
人
名
簿

(
4
月
行
日
の
県
議
会
議
員
選
挙
に

使
用
〉
に
登
録
さ
れ
て
い
る
も
の
以

外
の
も
の
で
、
次
の
①
か
ら
①
ま
で

の
各
号
の
要
件
を
備
え
て
ド
る
人
で

す。①
日
本
国
民

①
問
和
同
年
什
月
2
日
以
前
に
生
ま

れ
た
も
の

①
昭
和
犯
年
8
月
1
日
以
前

(
2
日

午
前
零
時
)
か
ら
引
続
き
魚
津
市

に
住
所
を
有
す
る
も
の

マ
選
挙
人
が
疾
病
、
負
傷
、
妊
娠
、
不

具
も
し
く
は
、
お
産
の
た
め
歩
行
が

著
し
く
困
難
で
あ
る
と
き
。

不
在
者
投
票
は
叩
月
引
日
か
ら
れ
月

初
日
ま
で
(
毎
日
午
前
8
時
初
分
か
ら

午
後
5
時
)
で
す
か
ら
そ
の
手
続
き
な

ど
に
つ
い
て
は
、
市
選
挙
菅
理
委
員
会

へ
お
問
合
せ
の
う
え
投
票
を
す
ま
せ
て

く
だ
さ
い
。

立

会

演

説

会

衆
議
院
議
員
選
挙
の
立
会
演
説
会

一

一は
、
つ
ぎ
の
日
程
で
行
い
ま
す
。

什
月
8
日
(
金
)

午
後
1
時
か
ら
村
木
小
学
校

什
月
口
日
(
火
)

午
後
4
時
か
ら
経
問
小
学
校

日
月
げ
日
(
日
)

午
後
7
時
か
ら
市
民
会
館

坪野一石垣線

産業道路できる

衆議院議員選挙日程

10月31日選挙期日公示

不在者投票開始

補充名簿調製現在期日

補充名簿登録申請期間

補充名簿の縦覧および

異議申立期間

補充名簿確定

投票日

11月!日

2"""'9日

16--17日

日

投

票

区

は

投
票
時
間
を
繰
り
あ
げ

衆
議
院
議
員
の
総
選
挙
に
関
す
る
臨

時
特
例
法
に
よ
っ
て
投
票
時
間
は
、

午

前
7
時
に
聞
き
、
午
後
8
時
に
閉
じ
る

乙
と
に
な
っ
て
お
り
ま
す
が
、
次
の
投

票
区
は
、
開
票
等
の
都
合
で
閉
じ
る
時

間
を
繰
り
あ
げ
し
て
お
り
ま
ず
か
ら
十

分
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

投

票

区

閉

じ

る

時

間

上
中
島
投

票
区

午

後

了

時

松
倉

第

一

投

票

区

午

後

6
時

松
倉
第
二
投
票
区

午
後

6
時

怯
倉
第
三
投
票

区

午

後

6
時

松
倉
第
四
投
票

区

午

後

6
時

上
野
万
投
票
区

午
後

7
時

片
員
第
一
投
票
区

午
後

7
時

片
貝
第
一
一
投
票
区

午

後

7
時

片
貝
第
三
投
票
区

午

後

7
時

片
貝
第
四
投
票
区
午
後

7
時

天

神

投

票

区

午

後

7
時

西
布
施
第

一
投
票
区

午

後

7
時

西
布
施
第
二
投
票
区

午

後

7
時

ハ
い
ず
れ
の
投
票
区
も
投
票
開
始
時
刻

は
午
前
7
時
か
ら
〉

市
道
坪
野

l
石
垣
線
は
、
自
衛
隊
の

協
力
に
よ
っ
て
去
る

7
月
か
ら
工
事
を

す
す
め
て
い
ま
し
た
が
、
叩
月
行
日
に

完
成
し
、
同
日
坪
野
鉱
泉
下
で
自
衛
隊

第
一

O
師
団
長
太
田
陸
将
等
を
迎
え
完

成
式
を
あ
げ
ま
し
た
。

乙
の
道
路
は
、
延
長
二
、
一

0
0メ

ー
ト
ル
、
市
員
五
・
五
メ
ー
ト
ル
で
、

工
事
は
隊
員
三
四
名
と
プ
ル
ド
1
ザ
六

台
に
よ
り
、
お
よ
そ
一

O
O
Hの
日
数

と
八
七

O
万
円
の
費
用
で
完
成
し
た
も

の
で
す
。

こ
れ
で
大
谷
か
ら
坪
野
に
至
る
二
、

九
九
一
メ
1
ト
W
が
開
通

し
た
わ
け

で
、
山
林
資
源
の
開
発
に
あ
わ
せ
、
市

街
と
大
谷

l
坪
野
!
北
山
を
結
ぶ
循
環

道
路
と
し
て
大
き
な
役
割
を
果
す
こ
と

で
し
ょ
う
。

ハ
写
真
完
成
し
た
坪
野
l
石
垣
線

道
路
〉

19日

21日
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名
前
が
の
っ
て
い
る
か
確
め
ま
し
ょ
う

基

本

選

挙

人

名

簿

の

縦

覧

5
日

か

で

ら
川
口
日
ま

E置E週圃圏直軍

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の

予

防

注

射

で
す l侍片大上西村経道加本天住上校
。問中布 野
は 貝 町 島 施木田下積江判11古万下
午
後
1小保 連連保 小小公保小小上場
11寺学健絡絡健学学民健学学野
か 校 所 所 所 所 校 校 館 所 校 校 方 所
ら 農
3 協
時 診
ま29?9 28 27 26 75 22 20 19 13 13 12断
で H日 日 日 日 日 日 日 日 日 日 日 日

美
術
万
剣
類
の

届

け

出

は

市

教

委

戸、

美
術
刀
剣
類
の
変
更
届
け
出
は
、
従

来
届
け
出
入
が
県
教
育
委
員
会
に
直
接

提
出
し
て
い
ま
し
た
が
、
こ
れ
か
ら
は

万
剣
鋭
を
譲
り
受
け
た
り
、
相
続
し
た

り
し
て
、
所
有
者
の
変
更
が
あ
る
と
き

は
、
市
の
教
育
委
員
会
で
受
付
け
る
こ

と
に
な
り
ま
し
た
。
ま
だ
未
届
の
方
は

次
の
事
項
を
記
入
の
上
、

届
け
出
て
く

だ
さ
い。

〈
所
有
者
変
更
届
出
書
〉

登
録
記
号
番
号
、
種
別、

長
さ
、
反

り、

銘
文
、
旧
所
有
者
の
住
所
、
氏
名

精
神
衛
生
合
同
相
談
所

ロ
日
村
木
小
で

日
日
か
ら
は
全
国
一
斉
に
精
神
衛
生

週
間
が
始
ま
り
ま
す
。
富
山
県
で
も
こ

の
週
間
中
い
ろ
い
ろ
な
行
事
を
予
定
し

て
い
ま
す
が
、
日
頃
次
の
よ
う
な
こ
と

で
悩
み
を
お
も
ち
の
方
の
た
め
に
精
神

衛
生
合
同
相
談
所
を
ひ
ら
き
ま
す
。

。
お
と
な
の
方
の
た
め
に

眠
れ
な
な
い
、
イ
ラ
イ
ラ
す
る
、
何

時
も
不
安
で
な
ら
な
い
、
・
:
な
ど
0

0
お
子
さ
ん
の
た
め
に

指
し
ゃ
ぶ
り
が
な
お
ら
な
い
、
知
恵

が
お
く
れ
て
い
る
、
:
:
:
な
ど
。

。
そ
の
ほ
か
ノ
イ
ロ

ー
ゼ
、
精
神
衛
生

薄
弱
者
、精
神
障
害
者、
・・・・・・など。

と
き
日
月
口
日
午
前
叩
時
か
ら

午
後
4
時
ま
で

村
木
小
学
枚

と
こ
ろ

所
得
税
二
期
分
の
納
期
は

何
日
月
初
日
ま
で

所
得
税
第
二
期
分
の
納
期
に
な
り
ま

し
た
。
納
期
限
は
日
月
初
日
で
す
が
、

い
ま
か
ら
納
税
の
準
備
を
し
て
い
た
だ

い
て
、
早
自
に
完
納
さ
れ
る
よ
う
お
願

い
い
た
し
ま
す
。

農
業
所
得
者
の
方
に
は
、
昨
年
と
同

じ
よ
う
に
農
業
協
同
組
合
に
納
税
の
と

り
ま
と
め
を
お
願
い
し
て
お
り
ま
ず
か

ら
ど
利
用
く
だ
さ
い
。



(2) 

土
地
基
盤
の
整
備
で

機
械
力
を
能
率
的
に

国
民
経

済
の
高
度

成
長
に
と

も
な
い
産

業
は
い
ち

じ
る
し
い

進
展
を
み

せ
て
お
り

ま
す
η

し

か
し
自
然

条
件
に
左

右
さ
れ
や

す
い
農
業

は
、
他
産

業
と
の
格

差
は
ひ
ら

く
ば
か
り

で
な
く
、

農
業
労
働

力
の
流
失
を
招
い
て
い
ま
す
。
こ
の
よ

う
な
状
態
を
打
開
す
る
た
め
に
、
農
業

経
常
の
根
本
的
な
近
代
化
、
省
力
化
に

よ
っ
て
農
業
を
魅
力
的
な
も
の
に
す
る

よ
う
の
ぞ
ま
れ
て
い
ま
す
。

乙
の
要
請
を
み
た
す
に
は
Y

ま
す
高

度
の
機
械
施
設
を
と
り
い
れ
て
、
こ
れ

ら
を
能
率
.的
に
動
か
し
、
労
働
生
産
性

を
高
め
ね
ば
な
り
ま
せ
ん
。
そ
れ
に
は

土
地
基
盤
の
整
備
、
と
く
に
耕
地
の
区

画
控
理
が
必
要
と
な
っ
て
き
ま
す
。

乙
乙
で
魚
津
市
の
区
画
整
理
事
業
の

一現
況
を
み
ま
す
と
、
水
田
総
面
積
二
、

一
六

O
O
ヘ
タ
タ

l
y
の
う
ち
、
区
画
整

一
理
の
可
能
面
積
は
、七
O
%
の
一

、八
O

邑
民
一

O
ヘ
ク
タ
ー
ル
と
推
定
さ
れ
ま
す
。

し

4
R
-
か
し
当
市
は
傾
斜
地
が
多
い
た
め
、
寸

J

報 (昭和伴9月間)
第 3種郵便物認可広市津

で
に
整
理
さ
れ
た
も
の
は
、
比
較
的
条

件
の
よ
い
蛇
回

Y

東
山、

経
田
な
ど
約

三
五
O
ヘ
ク
タ
ー
ル
'で
、
そ
の
進
捗
率

は
一
九
%
と
い
う
低
い
水
準
に
と
ど
ま

っ
て
い
ま
す
。

と
の
事
業
を
行
う
た
め
に
は
何
し
ろ

多
額
の
費
用
と
農
家
の
み
な
さ
ん
の
協

力
が
な
く
て
は
で
き
ま
せ
ん
が
、
市
で

は
乙
の
事
業
を
す
す
め
る
母
体
で
あ
る

土
地
改
良
区
の
育
成
を
は
か
る
と
と
も

に
、
地
域
格
差
是
正
の
た
め
ぜ
県
に
強

く
働
き
か
け
て
事
業
を
す
す
め
る
よ
う

つ
と
め
て
い
ま
す
。

農
家
の
み
な
さ
ん
な
ら
び
に
関
係
者

に
お
か
れ
で
も
、
自
主
的
な
計
画
を
た

て
ら
れ
、
土
地
基
盤
の
整
備
に
積
極
的

に
と
り
く
ん
で
い
た
だ
き
た
い
も
の
で

す。
長
引
野
の
区
画
整
理

五
O
U
Fを
計
画

こ
の
ほ
ど
長
引
野
地
内
で
、
積
寒
事

業
に
よ
り
五
O
へ

ク
タ
l
w
を
区
画
雑

理
す
る
乙
と
に
な
り
ま
し
た
が
、
そ
の

概
況
を
お
し
ら
せ
し
ま
し
ょ
う。

長
引
野
地
内
は
、
や
は
り
傾
斜
地
で

h
i
h
の
勾
配
の
圧
陵
地
で
す
の
で
、

事
業
費
や
農
家
の
負
担
力
等
か
ら
医
画

の
大
き
さ
を
一

0
ア
ー
ル
を
基
準

ハ長

辺
五
五
旬
、短
辺
一
八
匂
)
と
し
て
計
画

し
て
お
り
ま
す
。
用
水
路
は
底
巾
O
、

四
匂
の
素
掘
と
し
、
浸
透
の
甚
だ
し
い

と
こ
ろ
は
三
方
コ
ン
ク
リ
ー
ト
で
、
排

水
路
ば
底
巾
O、
四
お
、
直
高
O
、
七

協
の
素
堀
と
し
、
幹
線
排
水
路
は
三
方

石
積
と
な
っ
て
お
り
ま
・す
。

事
業
費
の
内
訳
ほ
、
道
路
工
事
六
八

四
万
円
、
ポ
路
七
三
七
万
円
、
地
な
ら

し
二
、
三
.二
一
-
万
円
、
そ
の
ほ
か
一
六

六
万
円
で

Y

合
計
三
、
九
O
O
万
円
と

な
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
う
ち
補
助
金

は
、
固
か
ら
三
O
%
v
県
一
O
%
、
市

一
一
一
%
で
、
農
民
負
担
は
四
八
%
と
な

り
t

ま
す
。
農
民
負
担
の
う
ち
八
O
%
は

農
林
漁
業
資
金
(
年
利
六
分
五
厘
、
据

置
五
年
で
一
五
年
償
還
)
よ
り
借
入
れ

す
る
乙
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

(写
真
は
長
引
野
区
画
・戦
理
計
画
し図
)

ト

市
教
育
委
員
会

で
は
、
自
舟
の
体

力
や
ス
ポ
ー
ツ
活

動
の
基
本
と
な
る

運
動
能
力
の
現
状

を
確
か
め
、
そ
の

結
果
に
も
と
ず
い

て
、
不
足
し
て
い
る

能
力
を
高
め
る
こ
と

を
目
的
と
し
て
す
ポ

1

ツ
バ
ッ
ジ
テ

ス
ト

を
実
施
し
て
い
ま
す

乙
の
テ
ス
ト
の
第

一
回
は
去
る
叩
月
日

日
約
五
O
名
が
参
加

し
て
行
わ
れ
ま
し
た

が
t

第
二
回
目
の
テ

ス
ト
は
次
の
・と
お
り

で
す
。

マ
対
象

中
学
生
以
上
の
学

生
、
生
徒
お
よ
び

勤
労
青
少
年
を
対
象
と
じ
ま
す
が
、

一
般
感
λ
の
参
加
も
す
す
め
て
い
ま

す
。

マ
種
目

男
女
と
も
H
五
O
旬
y

走
巾
跳
、
ハ

ン
ド
ポ
{
ル
投

男
の
み
H
H
け
ん
垂
、

一
、
五
O
O
旬

女
の
み
ド
斜
け
ん
垂
一

、
O
O
O
G

マ
日
時
と
場
所

日
月
川
日
(
日
)
午
前
川
時
か
ら
東

部
中
学
校
グ
ラ
ウ
ン
ド

マ
申
込
み

住
所
、
氏
名
、
生
年
月
日
、
勤
務
先

ま
た
は
学
校
名
を
記
入
し
、
日
月
9

日
ま
で
教
育
委
員
会
へ
申
込
ん
で
く

だ
さ
い
。

マ
認

定

名
題
目
の
判
定
に
よ
っ
て
上
級
、
中

殻
、
初
級
の
バ

ッ
ジ
を
お
渡
し
し
ま

す
。
各
級
の
記
録
基
準
は
つ
ぎ
の
と

お
り
。
〈
写
真
は
ス
ポ
ー
ツ
テ
ス
ト

の
バ

ッ
ジ
V

農

産
物

の

品

評

会

と

苗

木

即

売

市
県
道
舗
装

I
事

b

ぷ

ピ
、ソ

市
県
道
の
舗
装
工
事
は
い
ま
急
ピ
ッ

ふ、
A 

里
い
も
、
馬
鈴
薯
な
ど
四
キ
ロ
グ
ラ

ム
、
そ
の
他
い
も
類
五
ケ

・
果
実
類
M
N
り
ん
ご
、
な
し
、
柿
等
五

ヶ
、
栗
、
そ
の
他
一

、
八
リ
ッ
ト
ル

.
そ
の
他
農
産
物
加
工
品
H
卵
五
ケ
、

漬
物
類
一
キ
ロ
グ
ラ
ム
、
ピ
ン
詰
缶

詰
類
三
ヶ
、
紙
袋
詰
類
二
ケ

O
搬
入
H
出
品
物
は
、
同
日
午
前
9
時

ま
で
に
会
場
に
搬
入
し
て
く
だ
さ

B
U苛

。

審

査

同
日
午
前
叩
時
か
ら
行
い
ま
す
。

ま
た
両
日
は
市
農
村
青
少
年
ク
ラ
プ

が
主
催
で
会
館
前
で
り
ん
ご
、
な
し
、

か
き
、
く
り
、
う
め
、
も
も
等
の
果
樹

苗
木
類
の
即
売
会
を
い
た
し
ま
す
。
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老
令
福
祉
年
金
は
満
七
O
才
に

達
し
た
と
き
か
ら
裁
定
請
求
の

対
象
に
な
り
ま
す
が
、
誰
れ
で
も
支

給
さ
れ
る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

満
七
O
才
と
い
う
こ
と
も
裁
定
上
の

第
一
要
件
で
す
が
、
そ
れ
以
外
に
あ

な
た
の
扶
養
義
務
者
は
誰
で
、
所
得

は
ど
う
か
、
ま
た
あ
な
た
の
所
得
や

他
に
公
的
年
金
の
受
給
関
係
は
ど
う

か
等
い
ろ
い
ろ
制
限
が
あ
る
訳
で

す
。
お
申
し
出
ど
お
り
の
理
由
・な
ら

ば
、
息
子
さ
ん
の
所
得
が
制
限
額
を

超
過
し
て
い
た
か
ら
で
し
ょ
う
u

そ
こ
で
あ
な
た
は
息
子
さ
ん
の
扶
養

親
族
で
な
い
乙
と
を
立
証
で
き
て
望

み
ど
お
り
年
金
を
受
け
る
と
ど
ん
な

と
と
に
な
る
で
し
ょ
う
。
ま
ず
息
子

さ
ん
の
万
で
は
、
家
族
手
当
が
減
額

に
な
り
、
園
、
県、

・市
の
税
金
で
扶

養
控
除
が
減
る
こ
と
に
よ
っ
て
負
担

が
重
く
な
り
、
ま
た
あ
な
た
自
身
は

答

当
然
国
民
健
康
保
険
に
加
入
し
て
保

険
税
を
負
担
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ

ん
。
年
金
を
自
分
で
受
け
た
い
の
が

人
情
で
す
が
、
こ
れ
ら
を
考
え
合
わ

せ
る
と
間
作
し
て
ど
ち
ら
が
よ
い
で
し

ょ
う
か
。
こ
の
よ
う
な
関
係
を
考
え

な
い
で
、
一
方
的
に
急
が
れ
れ
る
の

は
ど
う
か
と
思
わ
れ
ま
す
。
今
一
度

息
子
さ
ん
と
充
分
話
し
合
わ
れ
た
ら

ど
う
で
し
ょ
う
か
。

マ
:
:
:
こ
の
よ
う
な
事
情
か
ら
老
令

福
祉
年
金
に
つ
い
て
納
得
の
ゆ
か
な

い
不
平
、
不
備
が
老
令
者
の
方
々
に

多
い
よ
う
で
す
。
ど
う
か
お
若
い
扶

養
義
務
者
の
方
々
は
、
こ
の
よ
う
な

a

複
雑
な
関
係
を
わ
か
り
や
す
く
お
年

寄
り
に
説
明
し
て
い
た
だ
き
、
明
る

く
法
の
適
用
を
受
け
た
い
も
の
で

す。

あなたの記録はEのくらい….
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老
令
福
祉
年

金
が
支
給
さ

れ
な
.い
が・•• 

前;

〈第207号〉

私
も
老
令
年
金
を
受
け
た
い
が

支
給
に
な
ら
な
い
。
原
因
は
鉄

道
に
勤
め
て
い
る
息
子
の
扶
養
家
族

に
な
っ
て
い
る
か
ら
だ
と
い
わ
れ

る
。
手
続
き
は
ど
う
な
っ
て
い
る
か

知
ら
な
い
が
、
私
は
事
実
以
前
か
ら

娘
夫
婦
の
家
に
同
居
し
、
世
話
に
な

り
、
息
子
か
ら
の
扶
養

一
切
受
け
て

い
な
い
。
悶
く
と
こ
ろ
で
は
、
こ
の

よ
う
な
私
の
場
合
受
給
で
き
る
は
ず

だ
と
教
え
て
く
れ
る
人
も
あ
る
が
ど

う
な
の
か
。
(
口
頭
で
|

|
一
老
人
)

問

農
産
物
の
増
・
障
と
品
質
の
改
善
を
は

か
る
目
的
で
第
一
二
回
農
産
物
の
品
評

会
を
次
の
と
お
り
行
い
ま
す

U

八〉
と

き

同

日

午

前

9
1
午
後
5
時

日

日

午

後
3
時
ま
で

。
と
こ
ろ
市
民
会
館

。
出
品
の
種
類
お
よ
び
数
量

出
品
物
は
審
査
品
、
即
売
品
、
参
考

品
、
宣
伝
参
考
資
料
の
四
部
と
し
次

の
区
分
に
よ
り
ま
す
。

・
穀
類
H
梗
玄
米
、
嬬
玄
米
、
大
小
麦

雑
穀
類
、
数
量
は
各

一
リ
ッ
ト

y

・
そ
菜
類
H
白
菜
三
ケ
、
か
ん
ら
ん
三

ヶ
、
ほ
う
れ
ん
草
三
把
、
大
根
五
本

玉
ね
ぎ
、
か
ぶ
一
O
ヶ
、

長
い
も
三

本
、
ね
ぎ
、
ご
ぼ
う
、
に
ん
じ
ん
、チ

チ
で
す
す
め
ら
れ
て
い
ま
す
d

ま
ず
市
道
で
は
、
消
防
署
前
通
り
の

魚
津
友
道
線
九
三
旬
、
巾
一

-
G
を
一

二
パ
万
円
で
、
高
橋
病
院
前
通
り
の
友

道
線
二
七
二
旬
、

巾
五
伝
を
こ
O
四
万

円
で
、
日
カ
厚
生
会
館
前
通
り
の
都
市

計
画
街
路
三
二
号
線
一
八
八
布
、
巾
五

お
を
一
O
五
万
円
で
市
役
所
裏
通
り
の

田
方
町
六
号
線
一
一
九
旬
、
巾
四

・
七

-G
を
七
七
万
回
で
、
そ
の
ほ
か
加
州
相

互
銀
行
横
通
り
と
川
原
町
二
号
線
の
舗

装
が
近
く
で
き
あ
が
り
ま
す
。

一
方
県
道
で
は
、.
八
代
町
か
ら
田
方

町
十
字
路
に
至
る
三
三
二
旬
、
巾
一

0

0
を
四
六
O
万
円
で
、
上
村
木
十
字
路

か
ら
新
国
道
に
に
至
る
三
六
五
尚
、
巾

六
お
を
二
六
八
万
円
で
、
地
鉄
経
団
駅

前
二

一
0
0、
巾
六
む
を
一
六
六
万
円

で
近
く
完
成
し
ま
す
。

(
写
真
市
道
の
舗
装
工
事
〉

走巾跳|ノ、γ ドポール役 |けん垂5 0 71I 

「
石
の
上
に
も

三
年
」
と
い
う
こ

と
わ
ざ
が
あ
り
ま

す
。
国
民
年
金
も

乙
と
し
で
三
年
目

に
な
り
ま
す
が
、

み
な
さ
ん
の
ご
協

力
で
よ
う
や
く
軌

道
に
乗
づ
た
よ
う

で
す
。
し
か
し
国

民
年
金
の
保
険
料

の
印
紙
納
付
は
遅

れ
が
ち
で
す
。
せ

っ
か
く
の
国
民
年

金
に
加
入
さ
れ
て

い
な
が
ら
保
険
料

の
印
紙
納
入
か
お

く
れ
た
ば
か
り

に
、
夫
に
死
亡
さ

れ
て
も
ら
え
右
母

子
年
金
へ
子
供
六

人
で
年
額
四
三
、

二
O
(
U
円
)
を
ふ
い
に
さ
れ
た
方
が
あ

り
ま
す
む
乙
の
方
は
た
っ
た
六
ヶ
月
分

(
九
O
O
円
〉
の
保
険
料
の
納
付
が
遅

れ
た
と
と
で
、
乙
の
方
の
も
ら
え
る
母

i
l
i
-
-
-

一

ヂ
」

一

一

lv
一

一

』

勺

ノ

一

一
よ
一

、4

一

番

イ寸

ー
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
b
記
|

一
万

円

神

明

町

五

十

井

隆

，一

(
亡
父
直
義
殿
の
遺
志
に
よ
る
心)

百
円

、住

吉

梅

原

与

三

吉

(
拾
得
報
労
金
〉

〈
市
民
会
館
建
設
寄
付
金
〉

二
五
万
円大

愛
メ
リ
ヤ
ス
産
業
株
式
会
社

一
万
八
千
円
村
木
九
区
代
表

吉

野

石

次
郎

二
万
七
千
三
百
円
六
郎
丸
五
区

代

表

野

村

藤

作

千

円

上

村

木

立

花

繁

安

千
五
百
円
不
動
工
業
株
式
会
社

七

千

円

青

柳

代

表

安

田

宗

明

一
万
円
平
沢
代
表
中

島

甚

平

四
千
五
百
円
仏
又
代
表
田
村
菊
松

九
千
七
百
円

江

口

代

表

松

田
義
雄

子
年
金
(
一
四
年
間
で
四
四
五
、
六

O

O
円
〉
の
権
利
を
受
け
ら
れ
な
か

っ
た

わ
け
で
す
。

み
な
さ
ん
は
こ
ん
な
乙
と
の
な
い
よ

う
保
険
料
は
期
限
ま
で
に
納
の
ま
し
ょ

R
J

。ま
だ
9
月
分
ま
で
納
め
て
い
な
い
方

ゃ
、
ま
た
納
税
協
力
会
で
集
金
さ
れ
て

い
な
い
地
区
は
、
至
急
納
め
て
く
だ
さ

る
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

一農

出

漁

村

一

住
宅
改
修
資
舎
の
貸
付

一

住
宅
金
融
公
附
で
は
農
業
、林
業
、漁

税
務
署
で
は
、
毎
月
5
の
日
を

「税

一業
に
従
事
す
る
も
の
や
、
農
山
漁
村
住

の
相
談
日
」
と
定
め
、
み
な
さ
ん
か
ら

一
宅
改
良
事
業
計
画
を
行
う
も
の
に
対
し

税
に
つ
い
て
相
談
を
受
り
て
お
り
ま
す

一て、

・住
宅
改
修
資
金
の
借
入
申
込
み
を

が
、
こ
れ
と
は
別
に
刊
月
1
日
か
ら
叩

一口
月
M
日
ま
で
受
付
け
て
お
り
ま
す
。

日
聞
を
と
く
に
「
納
税
者
の
声
を
聞
く
一

・貸
付
金
額
は
住
宅
の
改
修
工
事
に
要

旬
間
」
と
定
め
ま
し
た
。

一す
右
費
用
の
額
の
じ
割
に
相
当
す
る
額

乙
の
行
事
は
、
税
に
関
す
る
い
ろ
い
一
で
宜
万
円
以
上
二
O
万
円
以
下
で
す
。

ろ
の
苦
情
や
意
見
、
希
望
を
よ
り
多
く

一利
率
は
年
六
分
、
償
還
期
間
は
一
O
年

お
聞
き
し
て
、
税
務
行
政
の
改
善
な
ど

一
以
内
で
、
償
滝
元
利
金
は
一
ヶ
月
三
、

に
役
立
て
よ
う
と
い
う
も
の
で
す
か

一
0
00
円
前
後
と
な
り
ま
す
。
く
わ
し

ら
、
さ
さ
い
な
ど
意
見
や
ど
不
満
で
も

一い
こ
と
は
、
北
陸
銀
行
魚
津
支
庖
へ
お

気
軽
に
お
寄
せ
く
だ
さ

ρ
。

一

問

合

せ

く

だ

さ

い

。

ご
意
見
や
ご
不
満
を
ど
う
ぞ
・•••• 

納
税
者
の
声
を
聞
く
旬
間

-顎
嗣
-

叩

日

か

ら

『

電
話
局
が
白

・
:
:

大
門
べ
即
時
通
話

魚
津
と
大
門
聞
の
電
話
は

Y

日
月
叩

日
か
ら
即
時
通
話
に
な
り
、ま
す
。

電
話
の
か
け
方
は

市

外

局

審

市

内

局

審

電

話

喬

号

。
セ

六

六

五

}
一

×
×
×
×

の
順
に
，
タ
イ
ヤ
ル
し
ま
す
。

料
金
は
、
初
秒
七
円
で
す
。

遺
族
会
が
ら
・:・:

青

年

部

の

研

修

会

市
遺
族
会
青
年
部
で
は
、
部
員
の
教

養
の
向
上
と
親
睦
を
は
か
る
目
的
か
ら

第
二
回
研
修
会
を
ひ
ら
き
ま
す
。

参
加

希
望
者
は
社
会
福
祉
事
務
所
ま
た
は
各

支
部
の
委
員
ま
で
申
込
み
を
。

と
き
け
月
げ
日
午
前
8
時
加
分

か
ら
午
後
5
時
ま
で

と
こ
ろ
市
民
会
館
第
一
会
議
室

日
程
国
県
研
修
会
報
告
、
講
演

(
凶
尾
星
明
氏
〉
体
験
発

表
、
分
別
科
会
、
コ
ー
ラ
ス
、

ゲ

1
ム
等

.0

』
t
f
ぎ
「
|
|

l
t
北
陸
電
ガ

T
H

か
ら
:
:
・

カ¥5

8日

サ
ー
ビ
ス
旬
間

花
陸
電
力
で
は
、
ド
月
5
日
か
ら
は
M

日
ま
で
を
サ
ー
ビ
ス
旬
間
と
し、

次
の

.

よ
う
な
行
事
を
行
い
ま
す
。
み
な
さ
ま

方
の
と
利
用
を
お
ま
ち
し
て
い
ま
す
0

0
家
庭
訪
問

ご
需
用
家
ヘ
出
向
い
て
電
気
に
つ
い

て
の
ご
態
見
や
ご
希
望
、
ご
相
談
を

承
り
ま
す
0

0
街
路
灯
、
防
犯
灯
の
補
修
整
備

市
街
の
美
化
、
不
良
化
防
止
、
交
通

事
故
を
な
く
す
る
た
め
、
外
灯
の
点

検
補
修
抱
備
を
し
ま
す
。
な
お
、
市

や
町
内
会
で
も
っ
て
い
る
外
灯
で
、

点
灯
し
な
い
も
の
が
あ
れ
ば
乙
の
機

会
に
遁
絡
し
て
く
だ
さ
い
。
乙
れ
ら

は
管
雌
者
を
通
じ
灯
器
具
、
電
球
の

交
換
を
行
い
ま
す
。

。
社
会
福
祉
施
設
の
配
線
点
検

養
老
院
、
児
童
福
祉
施
設
、
首
学
校

な
ど
社
会
福
祉
施
設
の
屋
内
配
線
の

点
検
を
行
い
、
安
全
に
-
電
気
を
使
つ

で
い
た
だ
け
る
よ
う
配
線
の
改
善
、

指
導
を
は
か
り
ま
す
。

。
そ
の
ほ
か
、
H
月
刊
日
午
後
6
時
か

ら
富
山
市
公
会
堂
で
「
文
化
講
演
会

と
映
困
の
夕
べ
」
の
開
催
や
、

1
日
，

か
ら
げ
日
日
ま
で
電
山
市
電
気
ピ
ル
で

「
新
し
い
住
い
の
照
明
展
」
な
ど
を
.

ひ
ら
き
ま
す
。


